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上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

所管室課 事業名 所管室課 事業名

□
市民ニーズ、
社会的役割

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

活動実績 年度 令和２年度
評価の視点

決算額　(千円)
※課題があるものは■

一般財源の比率（％）

所管
室課

事業名

事業概要

100.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　「吹田市新型インフルエンザ等対策に係る備蓄方針」
に基づき、人事室では職員用の備蓄を行ってきたが、
新型コロナウイルス感染症の発生に伴い、備蓄物資を
消費したことにより備蓄目標を下回った状態である。今
後は、備蓄状況を回復する方向で進めて行く一方、全
庁的な備蓄方針が見直された場合には、それに基づき
備蓄計画を見直す必要がある。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

適切に事案に備える

新型感染症対策

活動実績 年度 令和２年度
評価の視点

　新型コロナウイルス感染症の発生により、既存の備蓄物資や新たに購入した物資を活用し、感染症
拡大防止に対応した。
令和2年度マスク購入　　30,800枚

決算額　(千円) 473
※課題があるものは■

一般財源の比率（％）

事業概要

一般財源の比率（％） 0.0 ■
市民ニーズ、
社会的役割

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

寄付額34,523千円のうち、30,700千円を基金は吹田市
新型コロナウイルス感染症緊急対策アクションプランの
医療・福祉現場の支援に活用した。残金についても、寄
付者の思いを反映できるような積立金を活用した事業
を検討する必要がある。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

事業概要

新型コロナウイルス等感染症対策基金積立

活動実績 年度 令和２年度
評価の視点

（１）新型コロナウイルス等感染症対策基金
件数（令和2年12月31日現在）
令和2年…253件

寄付額（令和2年12月31日現在）
令和2年…11,361,873円

（２）ふるさと納税ポータルサイトを経由し受けた寄附（「みんなで支えあう、すいたＡＩＤ」指定分)
件数（令和2年12月31日現在）
令和2年…1,540件

寄付額（令和2年12月31日現在）
令和2年…23,162,000円

新型コロナウイルス等感染症対策基金は令和2年6月1日から受付を開始し、ふるさと納税ポータルサ
イトは令和2年8月7日から受付を開始した。

決算額　(千円) 34,523
※課題があるものは■

管理事業 新型感染症対策事業 所管部局 総務部

1
所管
室課

危機管理室 事業名 新型コロナウイルス等感染症対策基金積立事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和２年度

施策コード 211 施策 危機管理体制の充実

2
所管
室課

人事室 事業名 新型感染症対策事業
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